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令 31. 3・31官報
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第 7 号 且L.竺r-
文部本省機構の一部改正
政令第63号〈昭和31年3 月31日公布〕文部省紹識令の一
部を改正する政令によって昭和31年4月1 日より文部本省
の機構が下記のとおり変りまし た。
大 臣 官 房 人事課， 総務課， 会計課を廃止。
初等中等教育局 特殊教育室を廃止， 初等教育課を初等
特殊教育課とする。
大 学 学 術 局 学術情報室を廃し， その事務を学術課
に吸牧する。
社 会 教育局 社会教育施設課を廃し， その事務を社
会教育課に吸牧する。
調 査 局 広報課を廃し， その事務を広報主任官
が掌る。
管 理 局 教育用品室を廃し， その事務を振興課
に吸牧する。
文化財保護委員会事務局 管理課を廃L， その事務を庶
務課に吸牧する。
上記文部省、組織令を実施する ため， 文部省設置法施行規
則の一部を改正する省令〈文部省令第 6号〉によって， 下
記のように改められまし た。 L関係分〉
大臣官房 人事参事官． 同副参事官． 人事総務班， 任用
班， 人事給与班， 職階班． 人事記録班。
全 総務参事官， 同副参事官． 庶務班 ， 審議班 ，
国会班， 往復班， 記録班
報 昭 和3 1 年 6月1日
2. 前項第2号の委員に欠員を生じたときは， 直ちに補
欠委員を選出するものとする。
3. 委員に事故あるときは， 代理者の 出席及びその表決
権を認める。
第4 条 本会に委員長及び副委員長をおく。
委員長は教育学部長がこれに当り， 副委員長は委員長の
指名による。
第5 条 本会において必要と認めたときは専門委員をおく
ことがで き る。
〈 任 期〉
第6条 第3 条第1 項第2号の委員の任期は2 年とする。
2. 第3条第2項による補欠委員の任期は前任者の残任
期間とするn
第7条 専門委員の任期は，その都度本会において定める。
く議 事〉
第8条 本会は委員長がこれを招集し， その議長となる。
2. 委員長が事故あるとき は副委員長がこれに代る。
第9条 本会は委員の半数以上の出怖がなければ． 開会す
ることができなし、。
2. 議事は出席者の過半数をもって決する。
3. 可否同数のときは議長がこれを決する。
第10条 本会は必要に応じ随時これを開催する。
第11条 本会に幹事若干名をおく。
第12条 本会の庶務は教育学部事務部においてこれを 行う
付 則
全 会計参事官， 同副参事官， 会計総務斑， 第一 ｜ 本規程は昭和31年3月2日から施行する。
二， 三予算班， 経理班， 管財班， 用度班。 ｜ 文理学部規程中一部改正
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特別教職課程委員会規程
〈名 称〕
第1条 本委員会〈以下本会という〉は富山大学特別教職
課程委員会とし、う。
〈目 的〉
第 2条 本会は特別教職課程に関し次の事項を審議する。
(1)特別教職課程履修者の選考方針に関する事項
(2）特別教職課程における学科目履修方法に関する事項
(3）その他特別教職課程に関する重要なる事項。
く構 成〉
第3条 本会は次の委員をもってこれを組織する。
(1)教育学部長
(2）各学部において選出 さ れ た委員
教授， 助教授及び専任講師の互選によるものとし 教
育学部から 5名， 文理学部から2名，経済学部，薬学
部 及び工学部から各1名ずつ選出するものとする。
(3）学 生部 長
〈昭和31年3月15日評議会承認〉
文理学部規程の一部を次のように改正する。
付表中文学科 ， 国文学及び中国文学専攻課程の関連科 目
の選択科 目 の ド イ ツ 文学講義の次に「考古学及び民族学2
単位」を， 理学科． 生物学専攻課程の関連科目の選択科目
の生物化学の次吃「有機化学特論2 単位」「生物化学持論
2 単位」を加える。
付 則
この改正は昭和31年4月1 日から施行するの
薬学部規程中 一部改正
仁昭和31年3月15日評議会承認〉
薬学部規程の一部を次のように改正する。
別表（1）の専門課程中， 生物薬品化学講座の「細菌学2
単位」を「微生物学1単位， 微生物化学i単位」に改め
る。
付 則
この改正は昭和31年 4月！日から実施する。
工学部規程中一部改正
仁昭和31年3月15 日評議会承認〉
c 2) 
報選択履修したものとを合せて， 計84単位以上を修めなけ
ればならない。
第5条第1項中「41 単位」を「 44単位 」 と して全条第2
項を次のように改める 。
2. 2 年 課程の初等教育科の学生は， 専攻教科の科目 5 単
位以上を修め る ほか， その他の 4教科以上にわたり， そ
れ ぞれ 2 単位以上を修め， さ ら に所定の教職科目（別表）
と別に選択履修 したものとを合せて， 計44単位以上を修
めなけれ ばならなし、。
第9条の「第2 項Jを「第3 項jと しf第9条」を「第
2 項 」に改める。
L外国語〉「第6条」を〈外国語】
第8条まで 1条ずつ繰り下げる 。
第5条の次に次の 1 条を加え る 。
第6条 初等教育科の学生は， 専門科目教科と して音楽，
図工， 体育について， それ ぞれ 2 単位を受講し， そのう
ち2 科 目 につき合格しなければならない。
第 1 9条中「認められたものはJを「認められたものには」
に改め る 。
との規程の末尾 に次の別表（ 1〕を加える 。
富
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教育学部規程中一部改正
く昭和3 1年 3月1 5日評議会承認〕
教育学部規程の一部を次のように 改正する 。
第1 条第 1J頁中「（1 1 )英語Jを「（10）英語」と し「
く1 0）職業指導」を削り全条第2 項の末尾 に「但 し第 2 初
等教育科は教育学 ， 心理学を除く 」 を加え全条第3項を削
7 
「第7条jと し以下
第
学
工学部規程の一部を次のように改正する 。
別表中工業化学科の専攻科 目 のアセチレン系工業化学「6
単位」 を「 4 単位J に改め， その次へ「合成樹脂 2 単位」
を加え る 。
付 則
この改正は昭和 31年4月 1日から施行する。
昭和 3 1 年 6月 1日
る。
第3条中第3 項を削る。
第4条第 1；項中「78単位Jを「84単位Jと し全条第2 項
を次のように改め る 。
2. 4年 課程の初等教育科の学生は， 専攻教科の科目 16 単
位以上を修めるほか． その他の 5 教科〈教育学又は心理
学を専攻する ものは 6教科〉以上にわたり， それ ぞれ 2
単位以上を修め， さ らに所定の教職科目（別表〉と別 に
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！野 崎 富 作｜富山大学教授〈経済学部〉に昇任させる ，ゲ
｜新村 作｜｜文諭部〉教 に官採用（す富山る大学教 育学部附属小学校
教
｜｜ ，， 
｜松 沢 芳 郎i語教官く富山大学詩師文 理学部〉に採用l 庁
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｜昭和31. 4. 9 
，， 
，， 
，， 
｜富山大学助搬 （文理学部〉 に併任する
任期は昭和32年3月31日までとする
｜ 庁 ｜
｜富山大学教授 （文理 学 部jに併任する ｜ 
任期は昭相31年9月30日までとする
｜富山大学助教授（文理学部〉に併任する i 
任期は昭和31年9月30日までとする ｜ 
｜富山大学講師（文理学部〉に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする｜ 富山大学教授 L教育学部）に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする ｜ ｜富山大学助教授（教育学部〉に併任する I 任期は昭和31年9月3'.l日までとする ｜ 
｜富山大学講師t教育学部〕に併任する ｜ 
任期は昭和31年9月30日までとする ｜ l 富山大 学教授（薬学部〉に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜富山大学講師 （薬学部Jに併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜ 富山大学助教授く 薬学部〉に併任子γ寸
任期は昭和32年3月31日までとすZ I l 富山大学教授 （工学部〉に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする
｜ 富山 間数授 L 工学蔀了時桂子否 「
任期は昭和32年3 月 31 Elまでとす ー
｜ 庁 I ------;;-
｜富山大学助教授く教育李部〉に併任する丁
任期は昭和32年3月31日までとする I 
l 富山大智教授 （経済学部 ）に併任する ｜ 
任期は 32年3月31日までとする ｜ ｜ 富山大学教授 f教育学部〉に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31 日 までとする ｜ 
｜ 富山大学助教授〈教育学 部 〕に併任する ｜ 任期はl出和32年3月31日までとする ｜ 
｜富山大学講師〈文理学前耐任する I 
任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜富山大学詩師（ 文理学部Jに併任する I 
任期は昭和31年9月30日までとする I 1富山大学助手（文理学蔀〉に併任する I 任期法昭和31年9月30日までとする ｜ ｜富山大学講師 （経 済学部〉に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする I 
i詩師（富山大学経済学部了耐げγ寸
任期は昭和32年3月31日までとすz I 
｜講師（富山大学薬学部茂帝任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする I 
l諮師〈富山大学薬学部〉に採用する ｜ 任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜ 庁 l
I ,, I 
i講師L富山大学工学部〉に併任する ｜ 
任期は昭和32年3月31日までとする ｜ 
｜特別教職課程委員会委員を免ずる ｜昭和31. 4· 11 
1特別教職課程委員会委員を命ずる ｜ 任期は昭和33年3月1日までとする ｜ 
文部教官 ｜ （宮山大 学講師 教育学部〉 ｜ 
文部教官 I 
t富山大学教授経済学部〕 ｜ 
文部教官 ｜ 
〈富山大学助教授工学部〉 ｜ 
文部教官 ｜ （富山大学詩師 工学部〉 ｜ 
文部教官 ！ （富山大学教授 工学部〉 ｜ 安一罰「薮ー 官一一一一一一－，（富山大学講師 教育学部〕 ｜ 
文部事務官（富山大学附属図書籍〉｜一茎宣�¥Zfil宣辿主笠盟笠j一撃宣笠童日
文書店教 官 ｜ 
（富山大学長〉 ｜ 
文部教官 ｜ （富山大宇助教授 文理学部〉 ｜ 
文 部 教 官 ｜ 〈富山大学助教授 教育学部〉 ｜ 
文部教官 ｜ 
〈富山大学助教 授 工学部〉 ｜ 
交 部教 官 ｜ く富山大学助教授 教育学部〉 ｜ 
文部教官 ｜ 〈富山大学教授 経済学部〉 ｜ 
文 部 教 官 I （富山大学助教授 女理学部〉 ｜ 
富
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報
教育 学部〕
7 
｜昭和31. 4. 9 
ゐ！i)'7..J 
治富
学
坂黒
昭 和 3 1年6月 1日
山
大
，， 
，， 
仕
民
ふ作品F
修原
林
菅
経済学部〕
ノノ
文部教官
（富山大 学助教授
学，， 
，， 
ミJ.>o
tロ
亮
秀瀬
々
石
イ左教育学部）
，， 
文部教官
〈富山大 学教授
文部教官
〈富山大学助教授 七,, 覚フロ村i笹経済学部〉
文部教官
（富山大学諮問
文部教官
〈富山大学講師
文部教官
（富山大学助手
文部教官
（ 富山大学講師
文部教官
く金沢大学教授法文学部〉
文部教官
（金沢大学誹師
文部教官
（東京大学教授
号
，， 
,, 
，， 
,, 
，， 
，， 
,, 
,, 
，， 
,, 
，， 
,, 
，， 
，， 
，， 
,, 
，， 
視
金
有
勉
之
久
、ti=
1』三Z
二
、
→y 
治
平
士口
正
実
石原寅次郎
茂
次
穂、
男
直
定
滋
堅
新
基
』恭
重
廉
膝
清
JJJ.,< 
平
田
原
日
村
泉
不日
子
沢
寺
J: 
原
生
E楽
本
原
谷
勝
近
毛
池
飯
井
村
沢
杉
飯
方t
林
土
加
南
四
教育学部〕
教 育学部〉
，， 
，， 
，， 
，， 
,, 
，， 
，， 
,, 
，， 
,, 
，， 
，ゲ
校
之
夫
梅岡貞次郎
C全＝，
刀ミ
原富慶太郎
治
重
郎
吉
義
睦
房
淳
セ
鉄
基
司
勝
島
子
田
谷
日南田
京
岡
庄
勝
丸
7.K 
手火
金
教育学部〉
文理学部〉
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�ヲ局 職 ｜氏
｜楠
｜ 尾崎
｜松倉博一
｜寛 三郎
｜大 谷 重 彦
｜太田栄太郎
｜松田 昂
I l 怖 （富山大学文理学部）に併任する岩 井 隆 盛 任期は昭和31何月30日まてJとする
｜ ｜講師 （富山大学教育学部〉 に採用する萩野啓之助 任期は昭和32年3月31日までとする
｜西 出 靖 夫｜ 庁
i松本利一｜ 一二｜和泉三郎｜ 。
｜小柳津三郎｜ 庁
｜ 村 杉 弘 ｜ 庁l太田正行｜ グ
｜ 講師〈富山大学工学部〉に採用する宇津一郎｜ 任期は昭和四3月31日までとする
｜浅地 実l I'/' 
己主�（ 近藤正三L
一一一一一一 J二竺！�－� I 一一一 一一一 ー 二
非常勤講師 I ｜ 地内市 〈 富山大学薬学部〉 に併任する〈富山主也監査IQ__一一」大谷 重 彦l国型組四旦旦主主とする i哩と竺i尾崎 進｜ 庁 ｜ 庁
連塾長一鎚主主�）＿一 一 ｜ 三 国 一 一主＂ i！£�Ei�：空·�����竺�哩竺三一四！と�:Ci経済学部〉 ｜三国一義｜闘を信者�；ぽ品切迫！？る ｜ ＿（貫一山�－��1経済学部〉 ｜ 小 寺 原 古 ｜ 富山大学経済学部長の併任を解除する I /'/' I 文部 教官一一一 一一一一「一一一一 一 一 一 「一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一ー笹山本学経済喧医l_＿＿＿＿ ーし一一一ーイー一司ー！千三空問見切れ竺曾する ｜一二一文部教官 ｜ ｜富山大学経済学部長に併任する I 」富山玄学塾授一玄理切り ｜ 渡 植 彦太郎 ｜任期は昭和33年4月15日までとする ｜ 
文 部 教 官 ! 一一百戸天平許認一民正事前ごる ｜ 4霊山主主韮道主主店長 〉 ！ 庁 _J_j壬期旦堕哩93年4月 15 日までとする ｜ 庁
為色匙王を凶） ＿I＿�竺一佳 副白山大字詰g��経問〉に昇在日る ｜ ｜ 塩 谷孝治郎｜履 （庶務課〉に採用する ｜ ｜宮越 一 男｜臨騨生（厚生課〉に採用する｜ 任期は昭和31年9月29臼までとするl長沢義男｜臨開生〈文理学部〕に採用する任期は昭和31年9月29日までとする
文部教官く金沢大学助教授教育学部〉
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異． 動 内 容
｜諮師〈富山大学文理学部〉に採用する任期は昭和32年3月31日までとする
進｜ ，， 
，， 
I'? 
，， 
林 夫 円
高 見 国 貞堀田俊夫
，， 
I'? 
｜発 令 年月日
｜昭和31. 4. 13 
，， 
I'? 
，， 
，， 
I'? 
I'? 
I'? 
II 
，， 
I'? 
I'? 
，， 
，， 
，， 
I? 
，， 
，， 
’P 
，， 
，， 
’P 
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報学
｜ふ 崎 徹い詰師〈富山大学文理学部〕に採用する ｜昭和3]. 4.13 L一一一一一一ーとi:EW:l且盟型笠主組31且主主主主 る ｜ 
｜ 梅原実太郎 ｜ 詩師（富山大学教育学部〉に採用する ｜昭和31. 4.20 任期は昭和32年3月�_1日までとする
｜斉藤 現 市l // I 庁
｜石 黒 国 雄｜ 庁 ｜ 
｜ ｜講師（富山大学教育学部jに併任する林 夫 門 任期は昭和32年3月31日 ま でとする
｜ ｜ 甜師〈富山大学教育学部〕に採用する寵 瀬 良 明 住期は昭和31年10月15日まてずとする
｜山 田 広｜附を承認する ｜昭和31. 4・30
｜岡崎 初 雄｜昭和31年度文部省内地研究員を命ずる ｜昭和31. 5. 1 
i藤特興 三｜ 庁 ｜ 
｜菅 原 修｜ 庁 ｜ 
｜中 川 孝 之｜ 庁 ｜ 
｜森 棟 隆 弘｜雪山大学附属図書館事務長事務取扱を免ず｜
｜那智平八郎i附属図書館事務長に昇任させる ｜ 庁
｜ 井 波勝 二｜補導課教務係長に配置換する I 
l斎 藤 義 康｜文理学部厚生補導係長に配置換する I 
i黒 田 信 吉｜庶務課能率係長に昇任させる ｜ 
｜本 田 善 彦｜会計課に配置換する ｜ 
雇〈工学部〉 ｜小 林 武｜庶務課に配置換する I 
-w；函言語〉一 ｜永 代 邦 子｜厚生課に配置換する
｜高 崎 博l傭人（工学部警務員〉に配置換する i 
i奥 田 真 一［傭人ω設課作業員〉に配置換する i 
i多J't政 信i復職させる ： 。
｜田 中 秀 二｜作業員（薬学部〕に採用する I // 
雇〈附属図書館〉 ｜城 石 孝品｜附属図書館教育学部分桔に配置換する
｜ 士
｜
的自ii （富山大学工学部）に採用する ｜ l池 野「16 I I 
: .. ·l5' 1 任期は昭和3pµ:9月30日までとする ｜ 
－「王百一·－1訂！1�有罪j相官�� i －一 一 一 一 一七；－-;n�T��;w！�t: rili窃育特む一司支；府τ－ l I ! 1:f期は昭和31 年9月四日までとする I 
�Gす7「一一一一li�－－；ir示T�li�fi天玄前向頑吾妻賢計百7 一寸丘三山主主主k!乏一玄盟主］＇£ミ ー 」 一 一一一一 一一一｜ 伍閉店昭和1如何旦お旦主主ιナ5 －一ーム一一一一一一｜福 井 忠 二｜
」 i溝 上 茂 夫i // I 庁
j白川今朝H;'i i ゲ ｜ 庁
i 佐 々 亮！ ゲ ！ // 
そ富宮大芝教富薬学部〉 ｜三橋監 物！ 庁
文 部教 官 ｜ 松 本 弘 一 ： ゲ ｜ （富山大学助教授 薬学部〉 ｜ 
（富山大空塾長」週一一一 井 lニ 巳ー が ｜ 文部教 ～
i室 町 繁 雄｜ が ｜ 
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学
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大
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，， 
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非常勤議員IP
〈富山大学文f虫学部〉
作業員 （ 薬学部〉
文 部 教 官
〈富山大学助教授
文 部 教 官（富山大学講師
文 部 教 官
L富山大学助教授
文 部教 官
〈富山大学助手
文 部 教 官
く富山大学教授
文部事務官
〈文理学部 厚生補導係長7
文部事務官
（庶務課 能率係長〉
文部事務官
（補導課 教務係長〉
文部事務官
（ 庶 務 課）
雇L附属図書館教育学部分舘〉
経済学部〉
文理学部〉
文理学部ヲ
工学部〕
工学部〉
’P 
// 
// 
，ゲ
，， 
// 
臨時三戸生く厚生課〉
臨時筆生〈施設課〉
文部事務宵
一J阿I�§�門主佐寸害虫五三一一一十
庁
教育学部〉
文 部 毅’区
（富山大学教授
// 
c 7 ) 
// 
昭和31年度富山大学科学教育研究室は，昭和31年 5月18
日定時制による研究生8名を牧容し入室式を挙行した。
｜ 研究生榊一一ーである
なお期間については，前期は5月16日より9月15日 まで（8
月中は休止〉後期は9月16日から12月15日までである。
先般来標記に係る．地方税法第307条の規定による，給
与支払報告書の提出を求められていた下記市町村に，去る
3月 5日報告書を提出しましたので，近く職員各位の税額が
決り源泉徴牧することLとなりますから御承知下さL、。
なお．この源泉徴牧は6月より10ヶ月分割納付で，30年
度分は3月で、終ったので，4月 ＇ 5月は市町村 民税の源泉徴
I吹はありません。
記
富山市．高岡市，氷見市，新湊市．砺波市，魚津市，黒
部市，滑川市
上新川郡 富南村 ， 大沢野町
中新川郡 立山町，上市町，水橋田J，舟橋村
下新川郡 朝日町
婦負郡 神保村 ，呉羽町，和合町，池多村．八尾町
射水郡 小杉町
東砺波郡 庄川町．井波町
西砺波郡 石動町，戸出町
県外 金沢市，西宮市
｜ 異 動 内 容 ｜ 発令年月日
｜ 昭和問度富山大学科学教育研究室室 長 を ｜1昭和31. 5, 16 命ずる任期戊昭和31年12月15日までとする ｜
｜ 昭 和附度富山大学科学教育研究室主事を命ずる任期は昭和31年12月15日までとする ｜
｜ 昭和31年度富山大学科学教育研究室指導員 lを命ずる任期は昭和31年12月15日迄とする｜
｜ 庁 ｜
｜ 庁
｜ 庁 ｜
｜ 庁 ｜
｜ 庁 ！
I // I 
｜ 西ドイツ連邦共和国に出張を命ずる ｜ 昭和31. 5. 18 
昭 和3 1年6月1日
，， 
，， 
，， 
，， 
，， 
// 
，， 
，， 
，， 
昭和31年度富山大学科学教育研究
室研究生
－，’‘、、回‘ ....，、..... ...... . ， ぃ、J’....、園、勺，p、‘山，d向，ρI部局 情 報
報
c 8 ) 
本年度文部省内地研究員は，次のとおり決定され，本年
5月1日より2月末日までの10月間，所定の場所において研
究することになった。
学部 ｜官職 ｜ 氏 名 ｜ 研 究科§I 布究ー題�融I i I I l 吻所
喜器｜露 教 ｜ 岡d
李需｜吋泰木興三 ｜理一乱流理論 ！？月号 の蜘つl鶏 ｜
経済｜ 助教 ｜ ｜ 累進課税の根拠｜ 橋学 部医 i 菅原 修 ｜経一租 税 論ほ関する国 民j肝 ｜ 大型｜ ｜ ｜ 間論的研究 ｜ ノ、十
円子｜ 中川孝之ド一応用物吋言語振動吋E
文理学部佐ロ透助教授は．かねて西ドイツ国へ出張方を
申請中のところ，文部大臣の承認があったので＇ 5月 19日
飛行機にて東京国際空港を出発した。
氏は5月18日より向う1ヶ 年間，東西交渉史，蒙古．中
央アジア史，イスラム， トノレコ語学の研究及び資料蒐集設
びにドイツの東洋学の現状調査，ドイツ東洋学者との共同
研究，日本の中央アジア史学の紹介等について，ハンプル
グ大学西アジア歴史文化研究所にて実施するものである。
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文 部 教 官
〈富山大学助教授
文 部 教 官
〈富山大学教授
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昭和3 1年6月1日 学 報 第 7 号
叫科 草雲 氏 名 研究題目 指導員 ｜ 昭和酔度教育学部第3年衣編入 富
学許可について諸国語空宇長古田 律子耳教
悼曲
科氏
教と
物育道
目語
徳
活動
教孔壇育
主道作 大島教授 去る2月9孔10日 の両日編入学試験が行われ，合格者が [ l J 
教学育東小紋学ザい手そ河原 文JJ秀 溝上
教
授 下表のとおり発表された。 大
教 Eて
1
-= ��学喜 子｛：原 正則 寵時学の基 入沢教授 学 科 ｜ 志願 者 数 l 受験 者 数 ｜合格者 数 ｜入学 者 数 たナさら
育
古
中 校教にお 第一中等教育科 5 5 2 2 国語 京学長 中田 秀夫 �� ·�育 和田教授 第一初等教育科 19 19 13 13 I七
宅二 立楽大J、学門あえ長井善一郎指創造導的L表作現曲活法動〉 授黒坂助教 計 24 24 15 15 
訪日
家庭 京学雲 大家 殺代容家係
庭
に
特
科
つ
教
に
い
育
家て
族
の内関 長瀬助教 l 号昭和31年度薬学専攻科学生の入学
震買婦 南 放
野
に
る
F
器
雑つ
資 材
等
音
し
に
寵
お
波
け
入
障
す害
る 許可について
工 工学中学松』 山
崎 嘉－ E屯 井上教授 昭和31年度薬学専攻科学生の合格者が下表のとおり発表
っして された。
学 授長元助教l
機械富山工 内燃機関の実験 定 員 ｜ 志願 者数 ｜ 受験者数｜ 合格 者数 ｜ 入 学 者数卸山 業高等田知 清夫 授浅四谷助教工学学校 的研究 6 刻印持r：市
昭和31年度入学志願者， 受験者， 入学者数等調
学 部 ｜ 学 科 志願 受験
合 格
問
入 学 者 数男｜女｜計 男｜女｜計品iι 備 考者数 者数
354 219 35 20 55 41 14 
文理学 学 科 203 138 40 2 42 30 35 2 37 25 12 
小 計 557 357 76 23 99 73 70 22 92 66 26 
�l
j：：策一中等教育 干•l 410 291 ��＼ 23 回 64 4 4甘11 来26※6 � 1印I 58 ※ 1 出志数願1に含は者数自ま費ず， 琉受験球学者生数で，合外数格者一初等教育科 306 242 30 70 6 l 9 3 28 6 56 9 教育学 二初等教育科1 359 266 77 99 90 9 21 75 9 87 9 
小 計 1 1.075 7叫 1 130 737 215 22 99※121※22 201※2 1 
7171 η、υnペUつ乙つ乙n同dn同dAUSA－ nkunハUA1AU寸nunU ABA斗nUハUqund nU円U？iマln同un叫uphuphU RVハロマf7’phunhU 7i7l a41刈斗，nunU た’
計
学済経部学済経
薬 学 科 1.286 798 61 19 80 371 43 くb§ 21 ＜－�6 34 C�§ 
合
薬
は
外く数
学含
格
1)
部
者
は
ま， 志
入ず定
学捕
願に
員
含
者
者外
欠入 数国 数ま
学費
ず
に
，琉者受
は
球験
合
を
格
含む
者数
薬学音fl (1) (1 。 C/ 学者生数 で， 小 計 1.286 798 61 19 80 37! 43 59 21 8 34 6 
電気工学科 213 
I ��I 30 30 24 �：II 日
9川
工業化学科 181 1 30 30 20 28 28 18 10 
工学部金属工学科 78 26 26 26 26 8 18 
機械工学科 188 1 30 30 28 28 14 14 
小 計 刷 i 吋 116 116 付l :I 11 0 110 631 41 
I I 11 I I I I I I ！ ※ 11 I 民11合 計 f 4.625f 3.o9of l s29\ 1d 702 f 522 l 18o l Sl�I 私cDI 476 1 en! I I II I I I I I I 判ul 1 u1 
i 
653i I 1771 
昭和31年4月1日以降の授業料等 ｜は，従前のとおりとします。
について（抜牽） （文部省通知）！ なお．この通知に基く学則等の改正については，昭和22
｜年文部省令第18号第 1 ；墳の規程による認可〈ただし．下記昭和31年4月1日以降の検定料，入学料．授業料等は，下i
記により徴牧するよう御措置願いたく通知します。ただ
し．昭和31年3月31日以前の入学者の授業料の額について
中第21号の改正については，この限りでなし、。3があった
ものとみなされることになりましたので， 御承知下さし、。
( 9 ) 
第 7 号 ........ 十
記
3 . 大学の検定料 ， 入学料お よ び授業料
(1） 検定�S！ お よ び入学料は ， いずれ も 1 . ODO円 と す る 。
白） 授 業料は ， 年額9 , 000円 と す る 。
(3） 転学お よ び編入学な らびに再ス学 の場合の取扱。
付） 転学 ， 編入学お よ び再入学
検定料 （入学許可 を す る ため の試験 ， 身体検査 ， 出
身学校の調査書の審査 ま た は書面選考等を行った場
合〉 お よ び入学料を徴牧す る 。
授業料の額は ， そ の者が転学 ， 編入学お よ び再入学
した 当該年次の在学者の額 と 同額 と す る 。 公立お よ
び私立の大学から の転学お よ ひ・編入学者につ い て も
同様 の取扱いをす る 。
(5） 教員養成の学部の 2 年課程を修了 し ， 引 続 き 当該学
部の第 3 年次に進学す る 場合の取扱
付） 検定料お よ び入学料は徴l汝 しない。
（ロ） 授業料の額 は ． そ の者が従前徴牧 さ れて いた額 と
同額 と す る 。
4 ・ 大学の専攻科 〈学校教育法第57条の 規定に よ り 設置 し
た も の〉 の検定料 ， 入学料お よ び授業料
(1） 検定料お よ び入学料は ， いづれ も 1 . 000円 と す る 。
(2） 授業料は ． 年額9 . 000円 と する 。
1 1 . 義務教育の学校の検定料
入学考査を行 う と き は ， 中学校は300 円 ． 小学校は200円
と す る 。
1 2 . 幼稚園 の入園料お よ び保育料
(1） 入園料は300 円 と す る 。
(2） 保育料は． 年額2 . 700円 と す る 。
1 4 . 前各号の授業料等の徴牧方法
(1） 授業料の徴牧は前期 と 後期 と に分け， そ の徴牧す る
時期は 4 月 お よ び1 0 月 と し ， 各期の徴牧額は， 年額、の
2分 の 1 額 と す る。
(2） 特別の事情があ る 場合は（1） にかかわ らず月 割分納を
許可す る こ と ができ る 。
こ の場合 の 月 割分納額は ． 年額の 1 2分の 1 額 と す る 。
(3) 月 割分納者が ． 退学 し ， ま たは除籍 さ れた場 合にお
い て も ， そ の 者が在学 し ていた期 ま で の授業料額 を 徴
報 昭 和 3 1 年 6 月 1 日
生徒 につ い て は ， そ の者の願い出に よ り ． 当該学年末
ま で授業料の延納を許可す る こ と が出 来 る 。
1 5 . 大学の研究生 ． 専攻生 ， 選科生お よ び聴講生の検定料
入学料 お よ び授業料
(1） 検定料お よ び入学料は ． いづれ も 500円 と す る 。
(2） 授業料の額は ． つ ぎの と お り と す る 。
付 ） (8）究生及専攻生は ， それぞれ 月 額600円 と す る 。
（ロ） 選科生お よ び聴講生は ， それぞれ 1 単位300円 と す
る 。
(3) 研究生お よ び専攻生の授業料は ， そ の在学予定期間
に応 じ て . 3 カ 月 ま たは6 カ 月 分を 前納 さ せ る 。 選科生
お よ び聴講生の授業料の徴牧方法 は ． 第 1 4号に準ず る
」 と 。
1 7 . 教職員通信教育講座受諾料は ， 1 科 目 1 50円 を徴牧す
る 。
1 9 ・ 寄宿料
(1） 寄宿料は ， 月 額1 00 円 と す る 。
(2) 寄宿料は， 入舎当 月 か ら退舎当 月 ま での分を徴牧す
る 。
（初 寄宿料 は ． 毎月 ． 当 月 分を徴牧する 。
た だ し 冬 期 ま た は夏期休暇 中 の分はその休暇開始前
に徴牧す る 。
(4） 冬期お よ び夏期休暇中 のみの退舎は認め な い こ と と
し ． そ の開始前 2 カ 月 以内 の退 舎願い出 はそ の休暇終
了後 6 カ 月 以 内 に入舎 しな い こ と を条件 と す る 場合に
の み ． こ れを許可す る こ と が で き る 。
(5) 寄宿料は ， 納付者の 申 し出 ま たは承諾があ る と き は
2 カ 月 分以上1 年分 ま だを前納 さ せ る こ と が 出来 る 。
教育学部 教官の学位取得
教育学部理科教育第二講座担 当 の捲川栄作助教授 は ． さ
き に北海道大学へ論文 く尿素樹脂成型粉の成分化合物 の定
量 と 其 の流れに関する 研究〉 を提出 中 の と こ ろ ， 昭和31 年
4月 1 2 日 付理学博士 の学位 を授与さ れた。
工学部製煉研究室 に つ い て
新 たに 当学部に設け ら れ よ う と し て い る 製煉研究室につ
牧す る e ｜ い て 申 し述べ る 事は尚早の感が無いで も 無いが ， 建物 も 略
(4） 休学の場合 は ． 月 割計算に よ り ， 休学 当 月 の翌 月 か ｜ 出来上 り ， 写真で示す様に一つ の独立 し た学部の研究室 と
ら 復学 当 月 の前月 ま での授業料 を免除す る 。 た だ し ． ｜ し て活動を始め得 る 段階になったので ， 一応その 内容につ
納付済の 分は還付 し な し 、。 ｜ い て御説明 し て 置 く 事 も 必要な事であ る と 考え られた。 申
な お ． 授業料の徴牧期か ら . 6 カ 月 ま での聞におい ｜ す迄 も 無 く 色々 の状況を 予約 して買い揃えた実験道具だ し
て復学 した場合は ． つ ぎの算式に よ り 算出 した授業料 ｜ 又特に 中規模試験の部分は予算の関係 で不充分な所 も 多い
額をそ の復学の際 に徴牧 し ， そ の後におけ る 授業料徴 ｜ の で ， こ れか ら 関係方面の 協 力 を 得て発展せ し め て行かね
牧期から は ， 毎期 1 期分授業料綴を徴牧す る 。 ｜ ばな ら な い も のであっ て ， 研究室の将来か ら見 る と 漸 く 誕
復学 当 月 か ら次の授業料徴4矧円 の 前 月 迄の 月 数 ｜ 生 した と 云い得 る 所で あ る 。年額 × ｜ 12 I 現在の 当研究室の主要な研究 目 的は硫酸浮の完全利用 主
(5) 授業料の徴牧期において授業料の納付困難な学生 ， ｜ ぺ ν ツ ト の製造で あっ て ， 良質の鉄鉱原料を製造 し ， 銅 ，
( 1 0 〕
昭 和 3 1 年 6 月 1 日 ,u.r. ザー
ゴ パ ノレ ト ， 亜 鉛 ， ビ ス マ ス ， カ ド ミ ユ ム ， 夕 日 ユ ム ． セ リ
ク ム ， グノレ マ ニ ク ム ． 金 ． 銀等の回牧であ る が ， 之等の実
験室的の研究は略終っているので， その必要な ものは中規
模的の試験を行い実際に移し度い と思っている 。
将来大いに発展せ しめ度い と思っているのは ， ヲ ラ ン製
煉に関する研究であって ， 出来得れば当県内の ものを と思
い調査中であって ， 特にこ の方面は吾園の原子力委員会で
は余 り 取 り上げて居ないし ， 燃料公社も未だ発足して居な
い し ， 当学部が全力を尽すだけで無 く ， 全学が こ の研究に
集 中 すれば， 原子力 の原料部門 の研究機関は当学の も の と
成 り 得る様に見える。 東大では全学で約1 9講座で20億程の
予算の原子力研究所を本年度提出の計画を して居 り ， 吾々
と して も今の拡張期を逃さなない様にし度い と 思 っ て い
る 。
報 第 7 号
ロ ーノレジ ヲー ク ラ ツジャー ， 1 50mm サ シ プノレグラ イ シ
ダ ー ， 中型 ボ ー ノレ ミ ノレ及び ク ラ ν フ ァ イ ア － ． ク エ ツ ト
ナ イ ク ロ シ
選鉱部門
ク イ Jレ プ レ ー テ ー ブノレ ， ミ ネ ラ ジ ツ ク ， 原因式磁選機
浸 出 部門
浸出槽 2台 ， 沈下槽 2台， ν ツ ク ナ ー 及び ダ イ ヤ プ ラ ム
ポ ッ プ ． 試験用 オ リ パ ー ブ イ jレ タ ー 一式 （65万 円 〉 ， ナ 置
七
シ ド ポ ン プ
当 研究室は約 1 00 坪で 中 規模試験室が40坪 ， そ の他分析
室 ， 及び治金研究室が各二室ある 。 こ れを利用する研究者
は十数名であるから ， 同時に実験する とすればかな り 手狭
ま で あ る と 云 う 事が出来 る 。 然 し他学部の方 も ど し ど しお
出で頂き当研究室を益々伸ばして行き度い と考えている。
尚 昨年 の化学研究促進補助金で購入 した機械器具は次表 ｜ 嬢液回牧部門
に示す様な も ので試験研究部門の設備に力が注いで あ る 。
化学研究促進補助金にエ る購入主要機械名
粉砕部門
電解設備及び メ ー タ ー ， セ レ シ整流機 ， 銅及び ゴ パ ノレ ト
回牧設備 ． ブ イ ノレ タ ー プ レ ス ， 耐酸 ボ シ プ
ペ レ ツ ト 部門 （以下次頁〉
昭 和 3 0 年 度 卒 業 生 就 職 獄 死 ( 5 月 1 0 日現在〉
両ト�I 学
3兄
�事科 ｜ 卒 業 者 数 ［委主説者数 ｜ 一 一
文 戸寸時ー 科 33 1 0  23  1 5 I 66% 
文 理 学 部 理 戸寸崎ー 科 9 3 6 4 67 
言十 47. 1 3  29 1 9  66 
第一 中等教育科 4 1 2 39 28 72 
第一初等 庁 25 24 20 84 
教 育 学 部 第 二 中 等 。 25 3 22  1 1  50 
第二初等 M 96 1 0  86 60 7.0 
1 87 1 6  1 7 1 1 1 9  70 
｜ 経 済 学 科 ｜ 1 04 I s ! 96 I 86 1 
｜ 薬 学 科 ｜ 74 / 9 1 ぬ ｜ 65 I 
I I ,, l_=+I寸l-;;-'
経 済 学 部
薬 学 部
工 学 部
1』
口
富山大
戸崎寸a
号
( 1 1 ) 
第 7 号 み�－ナ
ボ － 9 シ グ ド ラ ム 一式 ． 前別機械
試験研究部門
鉱石研磨機， ユニ オ ン万能顕微鏡． 分光光電光度計 くゴ
タ キ） (40万円〉 ． 簡易 ポ ー ラ ロ グ ラ ブ ， 試金設備 一式
石英ス プ リ シ グ 熱天秤 ， 電動計算機 ， 電位差71留定 ， 水素
イ オ ン 濃度計 ， マ イ ク ロ ブ イ ノレ ム リ ー ダ ー ， 環状ジ リ ツ
ト 電気炉 ， ν リ ツ ト マ ッ プ ノレ炉， プ ラ ワ ン 管 オ ス ν ロ グ
ラ フ
以上が新設 さ れ る 研究室の概要で あ る が ， 本室を造 る た
めに は石原学長 ， 高辻知 事 ， 山森県教育委 員 ， 横山工学部
長 ， 吉 田 事務局 長 ． 機械科教官 ， 当科教官 ． 柳瀬事務長等
のお陸話になった事を厚 く 御礼 申 上げ る 。 又 ， 改修費 を 御
寄附下 さ った大谷米太郎氏に対 し て 敬意を表する 次第であ
る 。 く教授 森棟隆弘〉
内，川、 J・J『”、・、r’e，・‘、d且・，H’、、 、”’. ..... ...’・戸’”
雑 幸民
前、，O勺 .，，...， ， ，•’‘J ’.. .. ‘ー・a’，－’町、川，，，向， ...・‘”...“・、，
多 彩 な 大 学 祭 行 事
富山大学学生 自 治会連合で・は ， 5 月 3 1 1ヨ の関学記念 日 を
迎 え ， こ の 日 を 中心 と し て ， 下記の よ う に 多彩な大学祭行
事を繰展げた。
① 前 夜 祭 市 中 行進 ． 仮装行列 ， プ オ ー ク ダ シ ス
フ ア イ ヤ ス ト ー ム （5月 26 日 （土〉 后311を ， 富山ir:l
城祉〉
① 展 覧 会 写真 ， 絵画 ， 彫刻 ． 書道 （ 5 月 31 日 〔
木〉 よ り 6 月 2 日 （土〉 ま で ， 富山商工奨励符〉
① 競技大会 (5 月 27 日 （ 日 ） 5月 3 1 日 〈木〕 午前gn!J'
よ り 教育学部グ ラ シ ド 〕
＠ 学術研究発表会 (5月 27 日 〈 日 〉 午後1 11年 よ り ，
富山市公会堂 ． 高岡 工芸高校〉
① レ コ ー ド ・ ゴ シ ナ ー ト ( 5 月 29 日 〈火〉 高 岡 市
図書館〉
① 教養教室 ( 5 月 初 日 （土〉 よ り 6月 2 日 〈土〉 ま
で ， 県下高校 6 校〉
① 演 劇j (5 月 3 1 日 〈木〉 午後5時 よ り 富山市公
会堂 6 月 ！ 日 山後 5 時 よ り 高町 会堂〉 ｜
演題 1 . 思い出を売 る 男
2 . 商船テ ナ ν テ ィ ー
① 講 演 会 (5 月 30 日 （1.k） 午後E時 よ り 富山市公
会堂， 5月 31 日 （木〉 午後611！｝ー よ り 高岡 市公会堂〉 I 
講師 立 命 館 大 学 長 末 川 博
前同志社大学長 田 畑 ’芳L＇フ晶、
立 教 大 学 教 授 式 谷 三 男
① 学生弁論大会 (6 月 2 日 〈土〉 文理学部講堂〉
＠ ダ シ ス パ ー テ イ (5月 29 日 〈火〉 夜 ． 文理学部落
堂 ， 6月 ！ 日 〈金〉 夜 ， 工学部講堂〉
＠ 音 楽 会 ( 6 月 1 0 日 （ 日 〉 夜 ， 富山市公会堂〉
報 昭 和 3 1 年 6 月 ！ 日
@ I！＇.！� 商 会 ( 6 月 8 日 〈金〉 富山市公会堂〉
題 1 • ）レ ノ ア ー lレ （河〉
2 . チ ャ ッ プ リ シ の殺人j王時代
3. イ也 ， 短編
＠ 〆 ネ lレ デス カ ツ ν ヨ ン
よ り 文理学部〉
く5月 30 日 （水〉 午後1 時
＠ サ ー ク ノレ紹介 〈 ユ ネ ス コ 新聞部〉
く5月 30 日 （水 〉 ， 同31 日 〈木〉 富山市公会堂〉
国書寄附行魚に よ り 黒田 善太郎氏
l己 内 閣 よ り 褒紋
大阪市東成区大今里本町 ， 黒田善太郎氏 〈宮山市出身〉
は ， さ き に本学へ参考図書 と し て ． エ ン ナ イ ク ロ ペテ イ ア
． プ リ タ ニ カ29冊並びに書架 1 個を寄附 さ れ ま したの で ，
本学 よ り 文部大臣宛に同氏の表彰方を取言十い 中 の と こ ろ ，
今度内閣 よ り 褒状が授与 さ れ ま した。
講師庄司吉宗氏逝去 さ る
本学非常勤講師 と薬学部〉 並びに医員 （学生部 ， 薬
学部〉 であ る庄司吉宗氏は， 昭和31 年5周 4 日 富山市千
歳町の 自 院 に おい て ， 心臓麻痔 に よ って逝去 さ れ ま し
Tこ。
氏は昭和8年3月 ， 金沢医科大学を卒業の後 ． 同学助手
副 手 ， 昭利1 3年5月 医学博士に ． 同年9Ji 任関東医員医
官 ． 旅／I問医学専門学校教授等 を経て昭和22年 5 月 富山
地方鉄道診療所長に就かれ ， 今 日 に至った の で あ り ま
した。
本学へ は昭和24年 9 月 以来 ． 非常勤務詰師並びに医員
と して精励せ ら れた も の で あ り ま した。
謹 し んで哀悼の意を表 したい と 存 じ ま す。
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第 8 回入学式挙行
事務協議会開催
昭和31 年版大学概覧編集委員会開催
事務協議会開催
補導協議会開催
育英会委員部会開催 （ E 項奨学生選考〉
学部長会議開催
第 1 回評議会開催
非現業共済組合富山地区 レ ク リ エ ー ジ ヲ シ大
会 （野球， 排球〉 に参加
昭和31 年度科学教育研究入室式挙行
学報編集委員会開催
春山大学課長来学， 各学部を視察
補導協議会開催
育英会委員部会開催 C F , G項奨学生選考〉
学生 自 治会連合主催大学祭閉幕 （6 月 1 0 日 ま
で）
28 事務協議会開催
く 1 2 )
